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図１ 後楽二丁目地区 まちづくり方針図 

（後楽二丁目地区まちづくり整備指針より一部加工・編集） 

後楽二丁目地区のまちづくり検討状況について 

 

文京区都市計画部地域整備課 

令和６年７月 

1 概要 

後楽二丁目地区では、令和３年８月に改定した「後楽二丁目地区まちづくり整備指針」（以下、

整備指針という）に基づき、北・北西地区では一部で再開発事業を含めたまちづくりの検討、南地

区では飯田橋歩道橋の再整備と連携した再開発事業を検討している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 各地区の検討状況 

⑴ 北・北西地区、南地区 

北・北西地区での検討会等の開催、南地区での具体的な都市計画協議など、地域における

まちづくりの検討状況が深度化していることなどにより、各地区における整備方針の内容が

より具体化されてきた。このため後楽二丁目地区全体のまちづくり組織である後楽二丁目地

区街づくり連絡協議会より、整備指針に示される基本方針や目標などは継承しつつ、より具

体的な方針を補足的に定めた「後楽二丁目地区まちづくり整備指針 補足基準（地元案）」が

提出された。これを受け、補足基準策定に向けて検討を進める。 

 

【今後の予定】 

令和６年度 

〈補足基準〉１０月頃 後楽二丁目地区街づくり連絡協議会との協議、説明会 

  ２月頃 都市計画審議会、補足基準策定 

〈北・北西地区〉   地区計画等の検討 

〈南地区〉      環境影響評価手続き、都市計画手続き着手 

＜主な経緯＞ 

・昭和 63年 まちづくり基本計画策定 

・平成 4年  放射 25号線事業認可 

・平成 4年  再開発地区計画決定 

・平成 12年 東地区竣工 

・平成 17年 まちづくり整備指針策定 

・平成 19年 放射 25号線開通 

・平成 22年 西地区竣工 

・令和 3年  まちづくり整備指針改定 
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図５ 飯田橋周辺 地上・デッキレベル基盤整備方針図 

（飯田橋周辺基盤整備方針より） 

⑵ 飯田橋駅周辺 

令和５年４月に策定した「飯田橋駅周辺基盤整備方針」（以下、方針という。）を踏まえ、

東京都及び独立行政法人都市再生機構を事務局とした「飯田橋駅周辺基盤整備推進会議」を

開催し、各都市基盤施設（歩行者デッキ、JR 高架下の歩行者空間など）の検討状況の報告や

事業の進め方などの検討を行った。 

今年度は歩行者デッキの概略等の検討を行い、各都市基盤施設の整備スペック、役割分担

等を盛り込み、方針をより具体化した「基盤整備計画」の策定を予定している。 

【今後の検討内容】 

○歩行者デッキについて 

・橋梁形式 

・施工方法、施工ヤード 

・概略工事費 

・所有管理 等 

  ○事業スキームについて 

   ・費用負担、役割分担 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な基盤整備内容】 

・歩行者デッキの整備 

・目白通り沿い JR高架下の歩行者空間の整備 

・広場の創出 

・地下鉄出入口の改良 
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